








要約:乳幼児突然症候群の発生頻度は、神奈川県において出生 1,000 に対して 0.24 であっ

た。しかし、調査方法がこれまでの研究方法と大幅に異なるところから、SIDS の発生頻

度が減ったと経年的な連続性として捉えることは出来ない。家族の不安および育児環境の

調査から、SIDS の家族をサポートするシステムとしては、①母子手帳への記載などの情

報伝達のシステム  ②保健婦の訪問などによる育児不安への対応のシステム  ③SIDS 家

族の会のピフレンダーを介した家族の悲しみや心理的な悩みに対するサポートシステム、

の確立が必要である事が示された。


